








要約:1 歳体重 10 ㎏の川崎病児に、ガンマグロブリン(GG)200mg/kg/日×5 日と 400mg/㎏/

日×5 日を投与した場合のモデルを作成し、中学校卒業までの医療費の比較を行った。川

崎病の全症例に GG(外国血免疫グロブリン製剤)を投与した場合、中学卒業時においては

400mg/kg/日投与例での平均医療費は 200mg/㎏/日投与例に比べてほぼ同額であった。原

田スコアを使用した場合では、小学校卒業時、もしくは、中学校卒業時において、400mg/kg/

日投与例での平均医療費の方が低額であるという結果を得た。


